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   The good results obtained in accelerating the natural discharge of ureteroliths lodged 
in the lower portion of the ureter through the administration of Methocarbamol were 
reported by us in an earlier clinical study. Based on basic pharmacological experiments, 
a further study was carried out which showed considerably interesting results on effe-
ctiveness of Methocarbamol on functional disorders of the bladder, particularly on irritable 
bladder in which the bladder reflex threshold is abnormally low. Our findings are summa-
rized in this report.
1.緒 言
Mephenesin様物質,Methocarbamo1の泌
尿器科領域に於け る応 用 として,特 に下部尿管
結石 の自然落下促進に好結果 を得 た ことは既 に
我々の報告 した通 りで あ るが1),我々は更 に此
の薬剤の基礎的実験2,に基 き,膀 胱 反射 の閾値
が異常に低 下 した状態 に於 ける此 の薬 剤 の影響
を臨床 的に検討 した ところ,比 較的有意 義な結
果を得 たので報告す る.
2.膀胱反射 とMethocarbamo1
膀胱 の神経支配 は最 も模式化 した もの として
第1図3}の 如 くで あ るが,他 にTg-T12よ り
上部 に所謂 排 尿 に関 す る中 枢 があ り,更 に こ
れ等は視 床及 び高 位 の概 念中 枢 と結 びついて
いる.膀 胱 乃至排尿反射 が この図に見 られ る如
くTg-T12以下 の中枢 のみで支配 され ない こと
は既 にBarrington4)が指摘 して居 り,排 尿に
は四丘体 上丘 より延髄 錐体交叉迄の間の脳幹 が
必要 であ る.こ れ等 の中枢及び伝導路は最近解
明 されつつ あ り,久 留等5}の詳細な報告があ る
が,尚 不明の域を脱 しない部分が多い.こ れ等
の脊髄 諸中枢を含 めて の諸中枢が更に視床及 び
概 念中枢 と結びつ くに至つ て 「排尿現象」 の神
経 的動態は きわめ て複雑 なもの となる.
Methocarbamo1(以下MCMと 略す)に つ い
ては前報告1)2)でも紹 介 したので簡略 に述べ る
が,本 質的にはMephenesin(又はMyanesin)
の作 用6}と同様で ある.即 ち,脳 皮質下.脳 幹
及 び脊髄 の多相性 シナプスの興 奮性 を抑制 する
作 用で,こ れを高 めるス トリキニーネ とは拮抗
的な薬 理作用 を持 つている.
本来MCMは 脊髄 の多相シナ プスを抑制 し,
主 として骨格 筋の異常緊張 を緩解 して筋緊張 自
体 に由来 す る疹痛を抑制す ると同時 に腹筋等 と









































以上,上 述のMCMの 薬理作用 よりMCMが
これに何等かの影響を及ぼすことは明白であろ
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症状の緩解,治 癒迄可及的連 日これを行なつた.小 児
の夜尿症例では1日250mgを筋注し,2例 に内服療
法を併用している.



























30例余にMCMを1日500mg筋 注した 限 り副作
用には顕著なものは認められなかつた.
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の増加,PFの 増加及びMPの 減少と予想通 りの結
果を得た.






















































































































































症 例8=本 例 も主 訴 軽快 後 の 内圧 曲線 で略 正 常 であ
つ た.注 射 後FDVは 著 明に増 加 した が,PFは 逆 に







































症 例9=臨 床 的に は 有 効 で あ つ た が,内 圧 曲線 で は
FDVは 反 対 の動 きを 示 した.PFが 著 明 に.増加 して
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第12図 症 例91rritableBladder
症 例10:臨 床 的 に は 有 効 で あ つ た が 内圧 曲線 で は
FDVは 反 対 の 動 き を 示 め した.PFが 著 明に増 加 し


































膀 胱 炎 様 症状 を主徴 とす る膀胱 の機能 的疾
患は 日常泌尿器科外来で遭遇す る ことは稀では
な く,又 症状 の緩解 を容易 に見 ることが出来 な
い症例が少 くない これ等 の疾 患は動機 が何に
せよ,現 象的 には膀胱 反射 の閾値低下 に基 く障
害と解せ られ る.所謂Irritablebladderと称 せ
られ る状態 は高位 の大脳 皮質に迄朔つ て精神 的
機構が大 いに関与 す るもので あつで,Straub9)
等の示す如 く,一 種の臓器神経症 として最早,
精神科医 に その 治療 を ゆだね る べ きもので あ
る.し か し,Psychosomaticmedicineの発達i
した昨今 とは云え,泌 尿器科医 を訪 れ る患者は
多 く,又 精神科 医に全 ての療法 をゆだ ね るには
充分な現状 とは云 えず,い きお い 自律神経安 定
剤,精 神安定 剤等 の薬 剤に よつ て放 置 されて来
た面が少 くない.
緒言に記 した如 く,本 薬剤 の膀胱 反射 に関す
る基礎釣事実に基いて膀胱 反射 閾値 の異 常に低
下 した状態を薬剤に よつて一時的 にせ よ回復 さ
せ ることは高位中枢 と臓 器 との聞 にあ る悪循環
を立 ち切 ること で あ り,Irr恥tablebladderの
如 き,臓 器神経症の治療 の一助 にな り得 ること
は明 らかであ る.
Mephenesinの膀胱 反射 閾値 の増大作 用は既
に奥 田10)が示 してい る通 りで池 田2}の基礎 的実
験を含めて動物 では疑 う余地の ない事実 であ る
が,高 度の 精神 機構 の 関与す る 人間に 於 いて
も,上 述 の通 り,治 療量 でFDVの 増加 と云 う
傾向が あることが判 り,本 剤が閾値の低下を是
正する作用のあ ることが判 明 した.






















膀胱 反射 の閾値の異常に低下 した と思われ る
膀胱 の機 能性疾 憲,特 にIrritablebladderに
対す るMethocarbamo1使用経験 を報告 す ると
共に若干 の考察 を行つ た.
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